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②
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四
訂
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Ｐ
７
６
～
Ｐ
９
２

[

Ａ]
 

次
の
空
欄
に
入
る
適
当
な
漢
字
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。

１

内
憂
外
□

①
慮
　
　
②
敵
　
　
③
交
　
　
④
喜
　
　
⑤
患
　
　

〕
　
　
　
　
〔

１

２

支
□
滅
裂

①
里
　
　
②
理
　
　
③
裏
　
　
④
離
　
　
⑤
利
　
　

〕
　
　
　
　
〔

２

３

臥
□
嘗
胆

①
薪
　
　
②
心
　
　
③
榛
　
　
④
慎
　
　
⑤
臣
　
　

〕
　
　
　
　
〔

３

４

博
覧
強
□

①
気
　
　
②
鬼
　
　
③
基
　
　
④
記
　
　

〕
　
　
　
　
〔

４

５

粉
骨
□
□

①
砕
身
　
　
②
砕
心
　
　
③
最
深
　
　
④
采
新
　
　
⑤
細
心
　
　

〕
　
　
　
　
〔

５

６

一
網
打
□

①
尽
　
　
②
刃
　
　
③
迅
　
　
④
塵
　
　
⑤
陣
　
　

〕
　
　
　
　
〔

６

７

朝
□
暮
改

①
励
　
　
②
隷
　
　
③
例
　
　
④
礼
　
　
⑤
令
　
　

〕
　
　
　
　
〔

７

[

Ｂ]
 

次
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
四
字
熟
語
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。

８

百
数
十
の
音
で
、
□
□
□
□
、
す
な
わ
ち
宇
宙
に
存
在
す
る
一
切
の
も
の
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
〈
井
上
ひ
さ
し
「
私
の
こ
と

ば
史
抄
」
〉

①
深
山
幽
谷
　
　
②
森
羅
万
象
　
　
③
諸
行
無
常
　
　
④
虚
心
坦
懐
　
　
⑤
泰
然
自
若
　
　

〕
　
　
　
　
〔

８

９

朝
起
き
て
み
た
ら
自
分
が
虫
に
な
っ
て
い
た
と
は
、
□
□
□
□
な
話
だ
。

①
奇
想
天
外
　
　
②
艱
難
辛
苦
　
　
③
出
処
進
退
　
　
④
正
真
正
銘
　
　
⑤
無
理
難
題
　
　

〕
　
　
　
　
〔

９

[

Ｃ]
 

次
の
四
字
熟
語
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。

０１

牽
強
付
会

①
付
い
た
り
離
れ
た
り
の
関
係
　
　
　
②
た
ま
た
ま
出
会
う
こ
と
　
　
　
　
　
③
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
こ
と

④
ま
ち
が
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
　
　
　
⑤
無
理
に
こ
じ
つ
け
る
こ
と
　
　
　
　

〕
　
　
　
　
〔

０１

１１

巧
言
令
色

①
た
く
み
な
言
い
回
し
で
、
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
人
を
あ
や
つ
る
こ
と

②
言
葉
た
く
み
に
お
せ
じ
を
言
い
、
表
情
を
つ
く
ろ
っ
て
、
人
に
と
り
入
る
こ
と

③
世
間
話
や
う
わ
さ
話
が
好
き
で
、
世
俗
的
な
も
の
を
重
視
す
る
こ
と

④
策
略
を
ね
っ
た
り
、
人
を
だ
ま
し
た
り
し
て
、
自
分
の
欲
望
を
満
た
そ
う
と
す
る
こ
と

⑤
言
葉
づ
か
い
は
洗
練
さ
れ
て
い
る
が
、
軽
薄
で
、
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
　
　
　

〕
　
　
　
　
〔

１１

[

Ｄ]
 

次
の
四
字
熟
語
に
は
同
じ
漢
字
が
二
度
入
り
ま
す
。
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
選
び
な
さ
い
。

２１

□
死
□
生

①
多
　
　
②
無
　
　
③
大
　
　
④
半
　
　
⑤
万
　
　
⑥
千
　
　
⑦
自
　
　
⑧
非
　
　

〕
　
　
　
　
〔

２１

[

Ｅ]
 

次
の
空
欄
に
適
当
な
漢
字
を
補
い
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
よ
。

３１

そ
の
場
に
流
れ
る
喜
怒
□
□
の
時
間
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
て
、
お
ぼ
え
る
べ
き
対
象
と
し
て
の
物
事
を
反
復
し
、
整
理
し
、
定
着
し
な
け
れ

ば
、
百
人
一
首
は
記
憶
で
き
ず
、
国
語
の
成
績
は
急
降
下
で
あ
る
。

〕
　
　
　
　
〔

３１

４１

冒
頭
に
も
述
べ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ス
コ
ア
や
順
位
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
受
け
止
め
れ
ば
良
く
、
一
喜
□
□
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
。
〈
待
鳥
聡
史
「
日
本
の
民
主
主
義
の
何
が
映
し
出
さ
れ
た
の
か
」
〉

〕
　
　
　
　
〔

４１

５１

状
況
の
美
に
敏
感
に
反
応
す
る
日
本
人
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
美
と
は
万
古
□
易
の
も
の
で
は
な
く
、
う
つ
ろ
い
や
す
い
も
の
、
は
か
な
い

も
の
と
い
う
感
覚
を
育
て
て
来
た
。
〈
高
階
秀
爾
『
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か
』
〉

〕
　
　
　
　
〔

５１

６１

反
語
表
現
を
杓
子
□
□
に
口
語
訳
す
れ
ば
、
「
…
…
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
」
で
あ
る
。
〈
白
石
良
夫
『
古
語
と
現
代
語
の
あ
い

だ
』
〉

〕
　
　
　
　
〔

６１



解  
答

〔
熟
語
②
〕 

国
語
頻
出
問
題12

00

四
訂
版 

Ｐ
７
６
～
Ｐ
９
２

１

〔 

⑤ 

〕
〔
第
２
章
・
１
２
２
〕

２

〔 

④ 

〕
〔
第
２
章
・
１
３
０
〕

３

〔 

① 

〕
〔
第
２
章
・
１
１
９
〕

４

〔 

④ 

〕
〔
第
２
章
・
１
１
５
〕

５

〔 

① 

〕
〔
第
２
章
・
１
２
７
〕

６

〔 

① 

〕
〔
第
２
章
・
１
２
０
〕

７

〔 

⑤ 

〕
〔
第
２
章
・
１
２
１
〕

８

〔 

② 

〕
〔
第
２
章
・
１
７
２
〕

９

〔 

① 

〕
〔
第
２
章
・
１
６
６
〕

０１

〔 

⑤ 

〕
〔
第
２
章
・
１
４
８
〕

１１

〔 

② 

〕
〔
第
２
章
・
１
５
１
〕

２１

〔 

④ 

〕
〔
第
２
章
・
１
３
９
〕

３１

〔 

哀
楽 

〕
〔
第
２
章
・
１
８
０
〕

４１

〔 

一
憂 

〕
〔
第
２
章
・
１
７
９
〕

５１

〔 

不 

〕
〔
第
２
章
・
１
８
３
〕

６１

〔 

定
規 

〕
〔
第
２
章
・
１
８
１
〕


